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広報 東京都製　　　  原料 協同
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　　 発　行　所　　
東京都製紙原料協同組合
台東区台東 3 － 16 － 1
TEL（3831）7980
　発行人　上田晴健　
　編　集　広 報 部　

令和 6 年（2024 年）　 新　　年　　号

1 月号
（11月合併号）

「 　 初 　 春 　 の 　 富 　 士 　 山 　 」

新年のご挨拶

時の話題
直納部・海外視察研修会韓国古紙ヤード

［第１日目］観光レポート

［第２日目］古紙ヤード視察

［第３日目］観光レポート

青年部勉強会
東京都資源回収事業協同組合
青年部との懇親会
青年部忘年会を開催

１２月度理事会開催

2
3
4

5

6～7

7～11

11～12
12～13

13

14
14

清風会忘年会開催
清風会ゴルフコンペ
ＴＰＩＣＯ（個人情報保護体制制度）
賛助会員案内について
支部便り
足立支部支部会及び研修会を開催

城南支部ゴルフコンペ
足立支部忘年会を開催

組合員の広場
組合員のメリット
支部スケジュール
お 知 ら せ
　「１月会議・催事予定」「古紙価格」「組織変更 」「訃報」
会議概要〔9 月・10 月・11 月〕
編集後記
組合総合名簿の協賛広告について
広　　告

足立支部　近藤 行輝

足立支部　高木 康成
城南支部　井出 一之

足立支部　高橋 宏明

広報部長　高橋 宏明

14
14～15

15
15～16

16
16～17

17

17～19
19

19～20
20～27

27
28

28～36

〈　主　な　内　容　〉

理事長　上田 晴健
副理事長　鈴木 邦浩
副理事長　冨澤 進一

協同組合  出版リサイクルセンター　　
理事長　藤川 達郎

荒川支部　村田 修一

文京支部　轟原 伸郎

足立支部　新井 正樹
城南支部　坂田 亮佑

幹事長　新井 正樹

青年部副幹事長　皆川英章

１月号（11 月合併号）
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No.3342024 年 1 月

新年のご挨拶

東京都製紙原料協同組合

理事長　上田 晴健

　新年あけましておめでとうございます。

日頃は当組合活動にご理解、ご協力を賜り誠に

ありがとうございます。皆様方におかれまして

年末年始はしっかりとお休みし、英気を養われ

たのではないでしょうか？コロナ禍に入り数年

がたちコロナとの付き合い方に慣れてきたよう

に思われます。昨年はコロナだけでなくインフ

ルエンザも猛威を振るい、社内で複数人がかかっ

てしまい仕事に支障をきたしてしまったという話

も聞いております。改めて大変な、苦労の多い一

年であったと思います。

　わが古紙業界においては全体的に発生減に悩

んだ一年でした。特に顕著であったのは産業

古紙の発生減は著しいものがありました。出版物

のデジタル化は一段と進み、出版物の発行減少に

歯止めはかかっておりません。それに伴う形で

印刷会社、製本会社から発生する古紙も激減して

おります。商業印刷の業界も紙の値上げに比例した

分の価格転嫁が進まず経営状況が悪化している

と伺っております。日本全体の紙の需要が減少し、

当然古紙の発生は減少していきます。しっかり

と発生元及び販売先に現状を説明し、適正な売買差

を取るよう心掛けていかなければなりません。

こうした厳しい環境の中、さらに２０２４年問題で

言われている労働時間の上限規制によるドライバー

不足が現実味を増してきております。物流の合理化、

効率化を行い、協業化まで視野に入れて対処して

いく必要が生じるのではないでしょうか？

　厳しい一年となりそうですが問題を一つ一つ

解決し本年が皆様方に幸多き一年となりますよう

ご祈念申し上げて年頭の挨拶とさせていただき

ます。
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No.3342024 年 1 月

新年のご挨拶

東京都製紙原料協同組合

副理事長　鈴木 邦浩

　新年明けましておめでとうございます。

２０２４年の新春を迎え、組合員の皆様に謹んで

新年のご挨拶を申し上げます。

　昨年はコロナも５類に変更され、コロナと共存

しつつも人の流れも経済活動もコロナ以前に戻り

つつあり、漸く長いトンネルを抜けたようで大変

喜ばしい１年でありました。

一方でロシアのウクライナ侵攻は２年目をむかえ

長期化の様相をみせ、追い打ちをかけるように

イスラエルとハマスの戦いも始まり世界中が揺れ

動いた１年でもありました。私も日々流れてくる

悲惨なニュースには心を痛め、このような戦争が

１日でも早く終わることを願うばかりです。

私達の仕事を取り巻く環境でもこのような世界

情勢の影響から、物価高が続き経営を苦しくして

います。

国内に目を向ければ今春から働き方改革法案に

よりドライバーの労働時間に規制がかかる、

いわゆる２０２４年問題も私達にとりまして乗り

越えなければならない問題です。

さらにそれ以上に深刻なのは社会のペーパーレス

化による古紙の減少です。特に昨年１年で出版

印刷関連では一層の古紙減少が進んだように思い

ます。かように私達の業界には困難が続きますが

組合員の皆様と力を合わせ、ひたすら前を向いて

進んで参りたいと思います。

　最後になりますが組合員各社様の益々のご繁栄

をご祈念申し上げまして、新年のご挨拶とさせて

いただきます。
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No.3342024 年 1 月

新年のご挨拶

東京都製紙原料協同組合

副理事長　冨澤 進一

新年おめでとうございます。令和６年の新春を

迎え謹んでご挨拶を申し上げます。

人々の消費と行動に多大な影響を及ぼしたコロナ

禍は昨年５月に感染症法上の分類が２類から５類

に引き下げられたことで、これまでの日常を取り

戻しつつあります。リモートワークの定着も一定

程度に収まり、オフィスへの回帰も進みつつあり

ます。またインバウンドも昨年１０月にコロナ禍

前 の 水 準 ま で 回 復 し ま し た。 し か し こ の 間、

ウクライナや中東をはじめ国際情勢は混沌とし、

中国経済は急激な減速をしています。加えて為替

は益々円安にシフトし原燃料をはじめあらゆる

物価が上昇するなど負の要因が顕在化してきまし

た。

　紙・板紙の需要も低水準に推移し、特に紙の

需要減少は深刻な状況にあります。組合員の皆様

が主力商品として取り扱う上物古紙の発生減少に

よる大変厳しい環境は今後も続くと予測されます。

一方で SDGs・ESG といった概念が企業経営の柱に

なり、古紙をはじめとするリサイクル素材の

ポジションは高まりつつあります。今後、中長期

的な視点で見ても古紙などのリサイクル素材は

社会貢献と環境貢献という機能を持つ付加価値

商品へ転換するポテンシャルを秘めており、業界

にとってチャンスでもあります。それには様々な

変化が伴うことになると思いますが、上田理事長、

鈴木副理事長、そして理事の皆様と協力し、

組合員の皆様へ有意義な情報を提供できるよう

努めてまいります。

本年も宜しくお願いいたします。
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No.3342024 年 1 月

新年のご挨拶

協同組合　　　　　　　

出版リサイクルセンター

理事長　藤川 達郎
 

　令和６年の新年を迎え、謹んでお慶び申し上げ

ます。年頭に当たりご挨拶申し上げます。

　昨年の国内情勢は春以降、社会経済活動の回復

が進んだ一方、国際紛争の長期化・拡大を背景と

した原材料価格の上昇や円安が国民生活及び事業

活動に大きな影響を及ぼしました。

　出版業界では、各企業が様々な営業努力を続け

るものの、市場の縮小は止まらず、特に紙の出版

物の落ち込みは大きく、返本古紙の減少は一層顕

著になっています。

　こうした中、当組合は昨年６月決算において、

おかげさまで減収ながらも利益を計上できました

が、取り扱い量は減少の一途をたどっており、

経営環境は厳しさを増すばかりです。本年も引き

続き、業務改革による効率化に挑戦し続け、事業

環境の変化に柔軟に適応する組合運営に努め、

組合員、出版販売会社様、及びお取引先様とより

強固な協力関係を築いてまいります。

　本年が皆様方にとりまして、希望に満ちた

明るい年になりますよう心からご祈念申し上げ

ます。
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No.3342024 年 1 月

時  の  話  題

直納部・海外視察研修会
韓国古紙ヤード

　
今回は、第１目に（株）富澤　村田部長、

第２日目に　三弘紙業（株）　轟原所長代理、

第３日目に（株）新井商店　新井専務取締役

の各自にレポートを書いて頂きました。

［第１日目］ １１月２１日　

観光レポート
荒川支部　村田 修一

２０２３年１１月２１日～２３日、海外視察研修

（韓国）に参加しました。

金浦国際空港に到着後、昼食会場である土俗村に

向かいました。

土俗村は韓国グルメの有名店だけあって行列が

できていました。

店内は韓国の伝統家屋、韓屋を生かした趣ある

つくりで名物の参鶏湯は鶏肉と一緒に餅米や栄養

満点の具材が煮込まれ、柔らかい鶏肉と濃厚な

スープを味わう事ができました。

昼食後は仁寺洞（インサドン）を散策し、韓国の

屋台で人気のケラン（卵）パンを食べました。

甘くてやわらかい食感の生地と、卵の組み合わせ

は相性抜群でした。

次に向かったのは高さ 555 ｍ 123 階建てのロッテ

ワールドタワーです。

１１８階スカイデッキではガラス床の空中散歩を

楽しみ、１２０階スカイテラスでは外気の風を

感じながらソウルの景色を楽しむ予定でしたが、

高所恐怖症の私には……。

夕飯会場に向かう途中、梨泰院（イテウォン）

雑踏事故現場に立ち寄りました。

事故から１年が経ち現場には追悼のモニュメント

が設置されていました。

犠牲になられた方々のご冥福をお祈りいたします。

夕食会場は梨泰院にあるコルグネというお店でした。

サムギョプサルも美味しかったのですが、私の

一番のお気に入りはテジコプテギ（豚の皮）で
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した。コラーゲンたっぷり、食感も良くお酒が

進みました。

これだけ１日中食べて更に締めにジャージャー麺

を食べホテルに戻りました。

ベッドに入り、この３日間で体重何キロ増えるか

不安になりながら眠りについた初日の夜でした。

［第２日目］ １１月２２日

古紙ヤード視察
文京支部　轟原 伸郎

午前  京仁（キョンイン）リサイクリング視察

東仁（ドンイン）資源視察

仁川市にある京仁リサイクリング（キョンイン）の

工場見学をいたしました。

歓迎の横断幕までご用意いただき、ベ社長にご案内

してもらいました。

敷地面積は 2.000 坪とかなり大きなヤードのわりに、

回収車両（４t車）２台とフォークリフト２台しかないそう

です。

以前は新聞古紙を月に 10,000 ｔ扱っていたが、激減

していて現在の主力は段ボール古紙となっている。

最大 2,000 ｔまでヤード内に積むことが出来る。

現在の古紙取扱量は月間 5,000 ｔで、そのほとんどが

段ボール古紙となっていて全量輸出に振り分けている。

（ベトナム・タイ・インドネシア・マレーシア他）

また、新聞・雑誌・模造に関しては、韓国国内で不足

しているという事情もあり、全量国内メーカーへ

出荷している。同ヤードから仁川港までは 30 分

ほどの距離で輸送コストも低く抑えられている。
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韓国では輸出のライセンスが商社にはなく、古紙

問屋のライセンスを借りて出荷しているそうです。

なので、いざという時には国が介入して規制する

場合も有ります。

　韓国の古紙問屋はほとんどが工業団地内に点在し

ていて、競争もかなり激しいとお聞きしました。その

工業団地に入っている企業や工場からの段ボール

排出量も多く、以前は 12 台の車両を保有して 1 カ所

ずつ回って回収していた。しかし 10 年前から自社

回収方式から代納業者や下店が引取り、ベールを

購入する方式に変更した。同社が代納業者や協力

会社にベーラーを設置し、そこで選別・梱包した

ベール品を持ち込み集約している。

同社はこのように、昔ながらの韓国の回収方式から

新しい方式へと変えていった。

日本ではお客様の要望に応える為、回収車両を

増やしていく傾向ですが、韓国では以前の日本の

ように回収は回収業者が行い、選別・梱包・出荷は

古紙問屋が行うといった集直分離に回帰している。

下記上の写真は一目で新聞とわかりますが、

下記下の写真も新聞で出荷しているそうです。

「これは雑誌ですか？」とお聞きしたところ、少しでも

新聞が入っていれば新聞だと話されていました。

「仕分けはしないのですか？」と尋ねましたが、「人手

もなく仕分けは無理」という返答でした。確かによく見

ると新聞が所々混ざってはいますが、日本との品質

の違いに驚きました。
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韓国の段ボール古紙には A 級品と B 級品があり

価格差がある。グレードによって販売先や販売価格

が違う。また、韓国の古紙問屋のヤードはほぼ屋根

が無く、ベールやバラ置き場も野ざらしになっていて

水分率が高い。

午後　 東仁（ドンイン）資源視察

京仁リサイクリング同様に横断幕もあり、歓迎して

頂きました。

韓国のスタンダードな古紙回収の流れとして、まず回

収人が回収した古紙を街中にある「タテバ」が

買取ります。それを古紙問屋がタテバに引き取りに

行き、古紙ヤードで選別・梱包して製紙メーカーもしく

は輸出向けに出荷するというのが基本となります。

タテバでリヤカーを 1 日レンタルすると 500 円。

古紙を回収して 500 円以上の収入があれば、それが
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回収人の利益になる。リヤカーでの回収割合は全体

の 2 割程を占めているそうです。

　韓国でパッカー車での回収が普及しない理由として、

タテバの構造上の理由があります。前ページの写真

のようにタテバの地面が凹んでいてプールのような

形状になっています。屋根も無く雨風に晒されてい

てパッカー車での回収には不向きです。

　そこで韓国で主流の車両がチューリップと呼ばれる

古紙を掴める爪付きクレーンを搭載した車輛になり

ます。（写真右側）東仁資源ではこの車輛5～6台 が

10 往復程して 1 日 150 ～ 200t 持ち込まれている。

（月間取扱量 4,000t）

　タテバでは紙類とそれ以外に分かれて置かれて

いるが、混ざっていることも多く積込みには時間が

かかる上に作業効率も悪い。

このチューリップ付きの回収車両を操作するには、

フォークリフト同様に免許が必要。また、この車輛を

操作するにはかなりの技術と経験が必要で、平均的な

月収は 40 ～ 50 万円ほどと高い。

５t 車がほとんどで、段ボールならば３t 積める

そうです。（中型パッカー車とほぼ同じ量）

新車で購入すると約 2,000 万円する。

前述の京仁リサイクリングにも有りましたが、韓国の

段ボール古紙には A 級品と B 級品がありますが、

「このベールはB級品か？」と尋ねたところ、「Ａ級品

です。」と返答されて、またまた日本との品質の

違いに驚きました。

　パッカー車での回収は日本人からすると、そこまで

負担が大きいとは思えませんし、何よりも効率が良い

回収方法だと思います。しかし韓国では手積み作業

は大変で負担が大きく、チューリップ付きの回収車

のような機械での積込みの方が楽で良いといった効率

を度外視して、楽な方を選択していることに文化や

考え方の違いを感じました。
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　東京都製紙原料協同組合の視察旅行に参加させ

て頂きました。皆様には初参加で海外も初体験の新

参者にもかかわらず温かく迎えて頂き、感謝の気

持ちしかございません。

貴重な機会を与えて頂き、心より感謝申し上げます。

［第３日目］ １１月２３日

観光レポート
足立支部　新井 正樹

３日目、今日は帰りのフライトが１９時４０分金浦

空港、離陸の予定。それまでの時間は１日ソウル

周辺地域を観光するスケジュールになります。　

８時２０分、チェックアウトを済ませてホテル前

に全員集合。旧大統領府、青瓦台を午前中に観光。

旧大統領府　青瓦台は、大韓民国の最高権力者が

住んでいたところだけあって、厳重に警備に守ら

れて、一般の人々には長い間、解放されていなかっ

た。しかし、転機が訪れたのは２０２２年。　　

大統領府は『龍山大統領室』とその名前を変え、

ソウル・龍山に移転したために旧大統領府青瓦台

は一般開放されました。敷地が広大で緑あふれる

風景は都会の中心に位置しながら風水を取り入れ、

自然豊かな環境に建立されたものでした。　

本館には大統領執務室があり、正面の玄関を入る

と赤い絨毯が見事に敷かれた立派な階段があり、

とても広々とした空間となっております。

本 館 を 見 学 し

た後に、官邸の

建 物 を 見 ま し

た が こ ち ら も

見 事 な 建 物 で

瓦 の デ ザ イ ン

は 素 晴 ら し い

と 見 て 感 じ た

ところです。旧

大統領府を見た

あと、となりの景福宮へ移動。朝鮮王朝の王宮と

して建造された５つの壮大な宮殿から成ります。

景福宮の正門、光化門は近代的なビルを背景に見

事な長い歴史を感じる素晴らしい広場となっており、
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今では観光客で大変、賑わいをみせていました。

お昼はカンジャンケジャンの料理を出すお店で

お食事。ワタリガニを醤油と砂糖、調味料で味付

けしたとても美味しいカニ料理を満喫して、昼食

会場を後にしました。午後は、ソウルからバスで

約４０分のところ、鳥頭山展望台に行きました。

鳥頭山展望台からは、川の向こう岸にある北朝鮮

の大地を見ることができました。２泊３日の韓国

古紙ヤード視察旅行は、タイトなスケジュールで

内容の濃い、充実した３日間でした。古紙ヤード

を見学させていただいた韓国の古紙問屋をはじめ、

この時期にアテンドしてくれました三邦物産㈱に

は心から感謝をいたします。

また、観光とお食事が楽しく、充実できたのも

幹事の企画力と一緒に同行した皆様に恵まれた

事もあり心から感謝を致します。

青年部勉強会
　　　　　　　　

城南支部　坂田 亮佑

８月２２日（火）、組合青年部は製紙原料会館

４階会議室にて、辻・本郷 IT コンサルティング

株式会社より講師に田中秀麿様をお招きし、勉強会

を開催いたしました。１０社１０名にご参加

いただき、充実した１時間を過ごしました。勉強

会では主に物流の２０２４年問題と労務業務

システムについて解説していただき、理解を深め

ました。特に労務業務システムの簡素化・業務の

平準化といった話は興味深く、古紙業界特有の問題

でもある「属人化」の解消や、古い従来の方法を

見直すきっかけになったかと思います。

実際に参加者から「システムを導入してみたい」

といった声が上がるなど、学びの多い勉強会に

なりました。これからは “ 人に依存しない仕組み ”
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を構築することがどこの企業組織でも必須の取り

組みと言えるのではないかと感じました。今回

勉強したことをそれぞれが自社に持ち帰り、

業務の見直しに役立ててほしいと思います。貴重な

ご講演をいただいた田中様に御礼申し上げます。

東京都資源回収事業協同組合
　青年部との懇親会　

幹事長　新井 正樹

　東資協同の青年部との懇親会を１１月７日（火）

ビストロ　コウゾウで開催しました。それぞれ

7 名ずつ、参加して合計で１４名参加していただき

ました。

1 年ぶりの開催ということもありまして、乾杯の

挨拶から大変盛大に盛り上がりを見せて、終始

和やかにそして、話は多岐にわたりざっくばらん

に盛り上がり、美味しいビール片手に２時間と

いう時間はあっという間に過ぎてしまいました。

　一次会で盛り上がり、中締めした後、東資協

の青年部と二次会の会場へと移動を致しました。

東資協の青年部の皆様は湯島で飲む機会があまり

なかったらしく、その後、最後まで残った方は

０時迄楽しまれていました。今回は当方の青年部

で主催しましたが、お互いに大変良い交流の機会

となり意義ある会になったと感じました。日頃

お忙しい中、西東京の遠方から、参加していただ

いた方を含め全ての方々に心から貴重な時間を

共有できたことに厚く御礼申し上げる次第です。
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青年部忘年会を開催

青年部副幹事長　皆川英章

　令和５年１２月６日（水）　和食　東山新橋店

にて青年部忘年会を開催いたしました。

新井幹事長のスムーズな司会進行で、廣田部長の

挨拶から始まり、田中副部長の乾杯のご発声で開宴

いたしました。

出席人数は１６名。久しぶりの大人数での会食は

大いに盛り上がり、美味しい料理の後押しもあり

お酒も進みました。２時間という時間は　あっと

いう間に過ぎ、前々幹事長の宮内さんの中締めに

て１次会は閉宴しました。

その後場所を移し、イタリアンバルにて２次会を

行いました。日本酒からシャンパンにお酒を切り

替える和洋二刀流の新井幹事長に大谷翔平を重ね

つつ、現場は大いに盛り上がりました。良い感じ

に仕上がった前幹事長の近藤英彰さんの締めにて

忘年会は終了いたしました。

名残惜しそうに帰っていった近藤英彰さんの背中

を私は忘れません。

今 年 の 業 界 の 状 況 は、 非 常 に 厳 し く 良 い 年

だったとは言い難いですが、来年は良い年に

なり、来年の忘年会がさらに盛り上がれば良いな

と思いながら帰路につきました。

出席された皆様お疲れ様でした。

１２月度理事会開催

　令和５年１２月度の理事会は、１２月４日（月）

上野・東天紅にて開催されました。

窓から黄色に色づいた銀杏並木が見える広い会議室

で、理事２１名による審議や討議が行われました。

今回はリモート併用なしの会議のせいか、活発な

意見交換の場となりました。

清風会忘年会開催

　令和５年１２月４日（月）午後６時より清風会

忘年会が東天紅に於いて開催されました。近藤

会長を含めた２３名が参加し、久々に賑やかな

宴席となりました。

会場では、和やかな談話や熱の入ったカラオケの

歌声が場を盛り上げていました。

清風会ゴルフコンペ

足立支部　近藤 行輝

　令和５年１１月１０日に千葉県市原市にある

ゴルフ５カントリーオークビレッヂで清風会

ゴルフコンペが開催されました。昨年の９月に

ゴルフ５レディスプロゴルフトーナメントが開催

さ れ 千 葉 県 で も 最 難 関 コ ー ス と 呼 ば れ た

チャンピオンコースです。
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　 当 コ ー ス は ア ー サ ー 王 伝 説 を モ チ ー フ に

デ ザ イ ン さ れ 、 各 ホ ー ル に 伝 説 に ま つ わ る

ネーミングがあるのが特徴だそうです。伝説の

由来にちなんで、バンカーや池にモニュメントが

配置されており、戦略が必要なコースとされて

おりますので、我々もチャレンジ精神を発揮して

臨みましたが、スタートホールより左側は池、

右側にはО B、フェアウェーはうねっており、

グリーンの周りには巨大なバンカーが待ち構えて

おりました。苦労してグリーンに乗せれば各

ホール３段グリーンは当たり前状態で、しかも

アンジュレーションがきつく、キャディさんの

アドバイスに頼り切りの状態でした。当日は８名

の参加者でしたが皆さん苦労の連続で伝説の

モニュメントを見る余裕などありません。各ホール

緊張感の連続でフェアウェーの左側がすべて崖

とか池を２回超えないとグリーンに行けない

ホールや日本一の深さ６メーターもあるバンカー

など、私も初体験の連続でした。スコアは皆さん

オープンには出来ませんが、それなりに十分楽し

めた１日だと思いました。準備して頂いた廣田

幹事さんお疲れ様でした。コンペの結果は私が

前回優勝者の井出さんと同スコアと成り、運良く

年齢の差で優勝させて頂き、辛うじて井出さんの

連続優勝を阻みました。

次回の清風会ゴルフコンペ開催は、令和６年４月

２５日（木）に、場所は茨城県霞ヶ浦市にある、

千代田カントリークラブ、８時より４組予約し

ております。多くの清風会の皆さんの参加をお待

ちしていますので、今後とも宜しくお願いいたし

ます。

ＴＰＩＣＯ（個人情報保護体制制度）

令和５年　資格取得者・維持更新研修会
（対象３７社）

　資格取得者の維持更新研修会は、組合会議室

にて２グループに分け実施されました。

１０月１２日に第一グループは２１名。１１月９日

に第二グループが１６名で実施となりました。

新規取得希望がありましたら、組合事務局まで

ご連絡下さい。複数の希望者になった時点で、

説明会を開催致します。

尚、以前に説明会を受講されている方で新規希望

がありましたら、同じく組合事務局までご連絡願

います。取得のための認定講習は１名でも行います。

その他、ＴＰＩＣＯに関して何かご質問がありま

したら事務局までご連絡下さい。

賛助会員案内について

賛助会員制度は、組合員外との交流、連携をより

促進させ、組合組織の充実強化を図る為、導入し

ております。

現在、下記４社が賛助会員として登録されており

ます。（後方ページの広告を参照下さい）

①矢崎エナジーシステム（株）
お使いの車両が計量器付車両に変わります。

車載式重量計ＬＩ

・既存車、新車を問わずに取付可能

・最大積載量、車高が変わらない
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・モニター運用で購入前に確認が出来る

以上のような機能が活用出来ます。

②（株）Ｆ－ＳＵＮツーリストジャパン
一般的な海外・国内旅行をはじめ、各種団体 ･ 企業

等の視察研修旅行、復興支援ボランティアツアー

（宮城県南三陸町での漁業支援など）、親善訪問、

視察旅行、業務渡航、小笠原諸島など離島ツアー

の取扱に力を入れています。直納部海外視察研修

や支部の研修会等でご活用いただいております。

③極東開発工業株式会社
特装車の製造・販売をはじめ、環境、パーキング

など幅広い事業を通じて社会の基盤づくりに貢献

しております。　

特に、パッカー車（プレス式・回転板式）につい

ては、新型機種（プレスパック・パックマン）を

発売致しました。

各能力ＵＰはもちろんのこと、メンテナンス、デ

ザインにも力を入れた高い作業性と安全性及び環

境性を備えた製品となっております。 

ご興味のある方は、ぜひご連絡をお待ちしており

ます。

④コマツカスタマーサポート（株）
コマツカスタマーサポート（株）は、フォーク

リフトやショベルローダの販売や製品の修理及び

アフターサービスを行う会社です。

フォークリフトの購入や資格取得の際は、是非、

ご活用くださるようお願い致します。

支　部　便　り

足立支部支部会及び研修会を開催

足立支部　高木 康成

　９月８日の当日は台風上陸でＪＲなど各社計画

運休を実施する中、開催危機が危ぶまれておりま

したが支部長の英断により無事開催されました。

メインイベントの本願氏による講演は現在の古紙

市況、海外の情勢、古紙問屋の異業種参画など

多岐にわたり大変勉強になり有意義な時間を過ご

させて戴きました。開催前後に雨は降らず、交通

機関の乱れも発生していなかったので電車にて

問題なく帰宅することが出来ました。

　最後に支部会の為に会場を貸し切りにしていた

だき、支部長ありがとうございました。

城南支部ゴルフコンペ

城南支部　井出 一之

２０２３年９月１５日（金）　山中湖畔の富士ゴ

ルフコースにおいて昨年に引き続き、城南支部の

懇親コンペが開催されました。

当日は、台風の影響から雨が心配される状況では

ありましたが、秋晴れのもと、青年部や他支部

か ら も 多 く の ご 参 加 を い た だ き、 １ ６ 名 の

プレーャーの皆さんの素晴らしいティーショット

でプレー開始。
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「富士山から順目」という富士五湖周辺ゴルフ場

特 有 の グ リ ー ン に 苦 し め ら れ ま し た が 、

スーパーショットあり、珍プレーありの中、懇親

を深め楽しいラウンドをすることができたと思い

ます。

優勝は、昨年に引き続き株式会社　坪野谷紙業の

吉田達也さんでした。

足立支部忘年会を開催

足立支部　高橋 宏明

　１２月１１日（月）足立支部忘年会を「銀座

アスター千住賓館」にて開催しました。組合本部

より鈴木副理事長にも参加して頂きありがとう

ございました。美味しい食事とお酒に舌を包み、

ほろ酔い気分で散会となりました。また、コロナ

ウイルスも２類から５類になり、少しずつ日常

生活が戻っています。年末から新年にかけてお酒

を飲む回数が多くなると思いますので、気を付け

たいと思っています。

組 合 員 の 広 場

組合員のメリット
全　体
1. 市況情報の入手

2. 組合員証明書の発行

3. 支部会の参加

4. 総会の参加

5. 新年会の参加

6. 他団体との懇談会の参加

7. 従業員表彰への参加

8. ゴルフコンペの参加

9. 若手従業員の青年部加入

割引利用
1. 団体生命保険への割引加入

2. 団体傷害保険への割引加入

3. 自動車共済保険の割引加入

4. ガソリンの割引購入

5. 高速道路の割引利用、ポイント利用

6. プレス機のオイル交換の割引利用

7. 文房具類の割引購入

全原連関係
1. 古紙再生資源化証明書の利用

2. 古紙商品化適格事業所の資格取得

3. 古紙リサイクルアドバイザーの資格取得

4. Ｊ－ＢＲＡＮＤ表示ラベルの購入

関係団体
1. 静岡県紙業協会家庭紙部会との懇談会の参加

2. 製本工組との懇談会参加

3. 東資協との懇談会参加

4. 古紙再生促進センター関係行事の参加

（古紙リサイクルセミナー他）
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直納関係
1. 直納部委員会の参加

2. 共販輸出への参加

3. 海外研修の参加（集荷部参加可能）

4. 直納部納涼会・忘年会の参加

集荷関係
1. 集荷部委員会の参加

2. 集荷部新年会の参加

広報関係
1. 広報誌の入手（各種情報の入手）

2. 広告の有料掲載（暑中・年賀広告）　

　　

青年部関係
1. 青年部会への参加

2. 各種研修会への参加

3. 青年部納涼会・新年会への参加

組合認定制度
1. ＴＰＩＣＯ（ティピコ）個人情報保護体制制度の取得

「たのめーる」の入会について
　組合が事業として取り入れています、文房具や

事務用品を安価で購入できる文具通販「たのめー

る」についてご案内申し上げます。

「たのめーる」は大塚商会が運営しておりますが、

日本紙パルプ商事（株）が代理店として手続き等

を致します。

加入申込や購入に関しましては、組合が窓口とな

りますので、是非、この機会に沢山の組合員の皆

様にご利用いただければと思います。

入会ご希望の方は加入申込書（たのめーる新規ご

登録ＦＡＸ用紙）を作成し、組合事務局迄ＦＡＸ

でお送りくださるようお願い申し上げます。

尚、登録用紙は事務局迄ご連絡いただければすぐ

にお送りいたします。

東京都製紙原料協同組合　

電話　　０３- ３８３１- ７９８０

ＦＡＸ　０３- ３８３１- ７８８０

事業・共同購入についてのお知らせ
「都市近代化推進事業協同組合関係」　

①ＥＴＣカード

指定の高速道路が割引運行出来ます。首都高速も

割引で利用出来る事になりました。

（ご利用の場合は新しいカード作成が必要です）

ポイント可の高速道路でポイントが貯まると、そ

のポイント分が無料走行で使えます。

②ガソリンカード

当組合で一番人気の事業のひとつです。

全国平均と比べハイオク・レギュラーガソリンが

約３円、軽油が９円ほど安く購入できます。

「プレス機のオイル交換について」
組合を通じて通常より格安での交換が可能となり

ます。

実施した事業所の話では、処理のスピードや細か

な対応について高い評判を頂いております。

見積もりを取って比較した結果を見て頂けると分

かりますが、１, ０００リッターのオイル交換で

約５万円近い差が出ております。

どうぞこの機会に是非、ご利用くださいますよう

お願い致します。

手続きは簡単です。組合にご連絡いただき「プレ

ス機オイル交換申込書」を受取り、必要事項をご

記入し組合宛てにお送り下さい。交換時のレート

は２ｹ月に１度変更されます。尚、給油条件により

追加金が発生する場合がありますので、あらかじ

めご了承下さい。
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ＥＴＣカード・ガソリンカード・プレス機オイル

交換や、その他のお申込み、お問い合わせは、

組合事務局までご連絡ください。

♪ことわざミニ知識♪

「寄らば大樹の陰」（よらば　たいじゅのかげ）

身 を 寄 せ る な ら ば、 大 木 の 下 が 安 全 で あ る。

同じ頼るならば、勢力のある人のほうがよいと

いういうたとえ。

＊合同新年会のお知らせ

令和６年１月２０日（土）　午後６時～
会場 ： 上野・精養軒　３階「さくらの間」
来賓招待有り、カラオケ大会有りでお待ちしてい

ます。

支部スケジュール

千代田支部　

　支部会　２月６日（火）菜の谷

文京支部

　支部会　２月　日にち未定　池袋

　支部会　３月　日にち未定　池袋

台東支部

　支部会　３月　日にち未定　組合会議室　

荒川支部

　スケジュール未定

足立支部　　

　スケジュール未定

山手支部

　支部会　２月２２日（木）場所未定　

　支部会　３月２１日（木）場所未定　

城南支部

　支部会及び１泊旅行　３月上旬予定

江墨支部

　新年会　２月２０日頃　場所未定　

　支部会　３月２０日頃　場所未定

城北支部

　スケジュール未定

お　知　ら　せ

１月会議・催事予定

１月　９日（火） 古紙センター互礼会（ｐｍ1：00～）

  経団連会館ダイヤモンドルーム

１月１０日（水） 共販輸出委員会（ｐｍ4：15～）

  組合会議室

　　〃  理事会（pm4：30）ＴＶ会議は併用

１月１１日（木） 東印工「新春の集い」（ｐｍ6：30～）

  パレスホテル東京　２階「葵」　

１月１８日（木） 関東商組新年会　（ｐｍ5：00～）

アートホテル日暮里（旧ラングウッド）２階「鳳凰」

１月１９日（金） 製本工組｢新春のつどい｣（ｐｍ6：00）

東京ドームホテル地下１階「天空Ｂ」

１月２０日（土） 組合合同新年会  ｐｍ6：00（開宴）

  上野・精養軒　３階「さくらの間」

１月２５日（木） 古紙センター業務委員会

  （ｐｍ1：30）センター会議室

　　〃    全原連新年会（ｐｍ5：00）

　　　　　　 浅草ビューホテル　３階「祥雲」

１月３０日（火） 関東地区委員会

  浅草ビューホテル（ｐｍ3：00～3：45）

　　　  集団回収感謝状贈呈式（ｐｍ4：00）

  懇親会（ｐｍ5：00～）
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古紙価格
［東資協の古紙 4 品の標準売値］

令和 5 年 11 月 14 日現在

新　聞　     6 円～ 11 円（横ばい）

雑　誌　     2 円～ 5 円（横ばい）  

段ボ－ル 　5 円～ 8 円（横ばい）  

［ 組織変更 ］

ＦＡＸ番号変更　　

荒川支部：（株）廣田　代表者　廣田圭吾　ＦＡＸ番号

変更　新　→　03-3891-3198

［ 訃報連絡 ］　　

自民都連幹事長で当組合顧問の髙島直樹議員

（享年73）が令和５年１０月２日に逝去されました

謹んでご冥福をお祈り申し上げます

紙業協会家庭紙部会等でお世話になりました静岡

製紙原料商業組合　理事長並びに（株）丸元紙業

代表取締役社長　菊池　初彦様が11月11日（土）

に逝去されました 謹んでご冥福をお祈り申し上

げます

会 議 概 要［ 9月・10月・11月］

９月定例理事会

［令和５年９月５日（火）］　於）組合会議室

出席理事１９名・監事０名・ＴＶ会議併用

（内リモート参加５名）委任状参加０名　　

　

理事長挨拶

９月に入っても暑い日が続いている。古紙につい

ては発生が悪く景気も良くならない日が続いてい

ます。本日も限られた時間ですが有意義な意見が

聞けたらと思っております。

［各部報告］

［直納部］

９月度の共販輸出は、裾物の段ボールについて輸

出業者４社から札が入りました。他３社は入札辞退。

入札の結果、日商岩井紙パルプ（株）で実施する

事になりました。仕向地は台湾又はベトナム。業

者コメントでは、「横ばい」との事。

上物については、輸出業者３社より、すべて入札

辞退の連絡が入りました。

裾物（ミックス）に関しても、輸出業者２社より、

すべて入札辞退の連絡が入りました。

直納部海外視察研修は１１月２１日～２３日　韓

国の古紙ヤードを視察予定。

［裾　物］

［新　聞］発生は低調で非常に厳しい状態が続い

ている中、８月は夏休み期間があり一段と鈍い。

需給は国内の新聞用紙や白板紙の生産が低調で輸

出の引合も良くないが、余剰感もなくバランスし

ている。

今後も需給を注視していきたい。

［雑　誌］新聞同様に低調に推移。製紙メーカー

の引合は白板紙や段ボール原紙の生産の減産が継

続しており弱含みで推移。

輸出も引合が弱いが発生が低調で余剰感はない。

［段ボール］入荷はスーパー関連を中心に低調に

推移。百貨店関係は前年比で伸びも一休みの。需

給は段ボール原紙の減産

に発注調整で弱含み。輸出は中国の景気低迷によ

り引合は弱いが、為替レートが円安に振れた事も

あり若干、良いが行先は不透明。

［上　物］

【市況概況】

南米地区でパルプ製造の大型工場稼働予定が控え

る中、パルプマーケットを支えてきた中国の需要

が低迷しており需給は世界的に軟化傾向。パルプ

価格次第では上物古紙の価格への影響が懸念される。
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印刷情報用紙の値上げが出版不況における出版と

商印のデジタル化にドライブをかけており、今後

の更なる需要減少も考えられる。

【家庭紙】

インフレにより購買意欲が低下している影響で量

販店向けを中心に荷動きは弱く、メーカーの製品

在庫は依然高水準を維持。業務用は底堅い需要が

あるが、最大 20％程度の減産基調にある。今後

の訪日外国人の動向次第では需要急拡大の可能性

があるが、急激な変化に注意が必要。また産業古

紙・オフィス古紙の発生は減少の途にあり、タイ

ト感は継続すると思われる。

【白　板】

訪日外国人の増加による需要を見込むも、需要の

高まりは見られずメーカー在庫も高水準となって

おり、減産を継続しているが家庭紙同様に需要急

拡大の可能性もあり急激な変化に注意が必要。

【紙・板紙　7 月の需給速報】

7 月の紙・板紙国内出荷量は前年同月比▲ 7.4％

（11 カ月連続の減少）で、主要品目全てが減少し

た。

（主要品種）

１）新聞用紙の国内出荷、前年同月比

 ▲ 10.5％（26 カ月連続の減少）

２）印刷情報用紙の国内出荷は前年同月比

 ▲ 10.9％（11 カ月連続の減少）

３）衛生用紙の国内出荷 前年同月比

 ▲ 1.6％（2 カ月連続減少）

４）段ボール原紙の国内出荷 前年同月比

 ▲ 5.8％（2 カ月連続減少）

 輸出は前年同月比

 ▲ 36.4％（10 カ月連続減少）

５）白板紙の国内出荷 前年同月比

 ▲ 4.1％（2 カ月連続減少）

［集荷部］

発生は相変わらず悪い。お盆明けまでに終わらせ

なければいけない仕事があり、２～３日は忙しく

なりました。

小さい取引先で廃業してしまう会社があった。７

月・８月は昨年以上に仕事が少なかった。

［広報部］　

８月２９日に９月号広報誌の打合せをしました。

「時の視点」は９月８日に足立支部で行われる支

部研修会の内容を記事として載せます。「時の話

題」では新理事の紹介、出版リサイクルセンター

の総会、静岡県紙業協会家庭支部会との懇談会の

模様、他、各種会議と青年部納涼会。「支部便り」

では各支部の納涼会を掲載予定です。

［青年部］

９月１９日に部会を予定。

11 月に北九州のペットボトルの工場見学を予定。

［審議・検討・報告事項］ 

協議事項

（１） 議案の全原連「物流の 2024 年問題」は、

１０月に常任理事会を開き討議する事となった。

支部報告

文京支部 ９月２１日に支部会を開催予定、　

 １０月にゴルフコンペ開催予定

台東支部 ９月に組合会議室で支部会を開催

予定

荒川支部 ９月８日に支部会開催予定　　　

足立支部 ９月８日に研修会を開催予定　　

山手支部 ９月は支部会開催予定

城南支部 ９月２日に支部会と勉強会を開催

した。９月１５日にゴルフコンペ

を開催した。

江墨支部 ９月に支部会開催予定

城北支部 ８月３０日に支部会を兼ねた納涼

会を開催した。１０月１９日支部

会開催予定
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１０月度定例理事会

［令和５年１０月４日（水）］　於）組合会議室

出席理事１８名・監事０名・ＴＶ会議併用

（内リモート参加３名）委任状参加０名　

　

理事長挨拶

組合員の皆様においては、古紙の発生が少ない中

で、いかに収益をあげるかと言う難しい状況が続

いています。そんな中、輸出価格（段ボール）が、

若干、上向いてきています。協調できる事はしっ

かりとしながら、順調に商売ができるよう、皆で

協力していきたいと思います。

［各部報告］

［直納部］

１０月度の共販輸出は、裾物の段ボールについて

輸出業者５社から札が入りました。他２社は入札

辞退。

入札の結果、日商岩井紙パルプ（株）で実施する

事になりました。仕向地は台湾又はベトナム。業

者コメントでは、「反転基調」との事。

裾物（ミックス）に関しては、輸出業者３社より、

すべて入札辞退の連絡が入りました。

［裾物古紙］

裾物３品の発生は前年を下回る状態。コロナ前の

2019 年度と比較しても減少状態。

［新　聞］ 発生は低調。

［雑　誌］ 紙の値上がりが雑誌の不振に影響した。

［段ボール］発生が悪く荷動きも悪い。通販系に

使われる段ボールが薄物化されたりで伸び悩む。

［上物古紙］

［市況概況］

パルプ市況は中国を中心とした需要低迷で世界的

に軟化。パルプ価格次第では上物古紙価格への影

響も懸念される。

印刷情報用紙の値上げが思いのほか需要減少に拍

車をかけており、今後も出版・商印を中心にデジ

タル化が進むものと思われる。

［家庭紙］

製品全体の動きは依然として低水準。インバウン

ドによる需要増加が期待されるものの、業務用の

動きは微妙。しかし産業古紙・オフィス古紙など

家庭紙向け主要古紙の発生は依然低水準にあり、

秋以降の需要期に向けてメーカーの調達姿勢は強

まっている。

［白　板］

家庭紙同様に製品の動きは低調であり、減産を継

続している。今後、中国からの団体訪日旅行者次

第で、需要拡大の可能性もあるため、古紙需給の

急激な変化に注意が必要。

［製品市況］

日本製紙連合会発表の 8 月の紙・板紙需給速報

は以下の通り。

8 月の紙・板紙国内出荷は前年同月比 8.5％減（12

カ月連続の減少）。減少率は前月に比べ拡大し、

主要品目全てが前年割れとなった。

［主要品目毎国内出荷］

◇新聞用紙は前年同月比 8.2％減

　（27 カ月連続の減少）

◇印刷情報用紙は同 12.3％減

　（12 カ月連続の減少）

◇衛生用紙は同 4.3％減（2 カ月ぶりの減少）

◇段ボール原紙は同 7.5％減（3 カ月連続の減少）

　※輸出は 43.6％減で 11 カ月連続の減少

◇白板紙は同 3.1％減（3 カ月連続の減少）

［オフィス古紙］

上半期の決算からみると紙の需要が多少、増えて

きた。

ソフトパッケージが増えて薄物化され「2024 年

物流問題」にも影響が出てくる可能性がある。発

生も徐々に減少していくのではないかと思われ

る。



23

No.3342024 年 1 月

［集荷部］

紙の生産が少ない事で発生が少ないのは理解でき

るが、それ以上に印刷・製本関係から出る古紙の

発生の減少が目立つ。

印刷会社から出る古紙の量が、以前より減少した。

印刷の際のロスや印刷方法の改善により余りが少

なくなっている。

この件の参考例として、井出総務部副部長より、

城南支部で９月に行われた勉強会の一部内容につ

いての話があった。勉強会では回収先にある有価

物を、どれだけ自分たちが扱えるようにするかを

考えなければ、仕事は広がらないとの事であった。

［広報部］　

広報誌９月号が、お手元に届いたと思います。次

回、広報誌１１月号は掲載記事の都合で１月新年

号と合併して制作する予定です。発送は１２月末

を予定しております。掲載内容は、新年の挨拶が

中心となりますので理事長、副理事長は原稿の提

出をよろしくお願い致します。

［青年部］

１０月１８日に幹事の懇親会を予定。１０月２６

日青年部ゴルフを開催。

１１月１３日～１４日　北九州のペットボトル工

場「ＪＡＰＬＡＮ工場」見学研修を予定。

［審議・検討・報告事項］ 

協議事項

（１）常任理事会にて全原連「物流の 2024 年問題」

への取り組みについて話し合った。すでに

提出のあった報告と会議中に出た報告を含

め全原連に提出する予定である。

（２）令和５年理事会変更　12/5（火）→ 12/4

（月）に変更（理事会終了後、清風会研修会

と忘年会を開催予定）　

 令和６理事会日程

 1/10（水）、2/5（月）、3/5（火）、4/3（水）、5/2

（木）、6/5（水）、 7/3（水）その他、日程追加

 清風会ゴルフコンペ　１１月１０日（金）

 直納部「韓国研修」事前説明会　１１月１３（日）

 直納部忘年会　１２月１４日（木）

 令和６年・新年会　令和６年１月２０日（土）

（３）組合名簿進捗状況は、順調に進んでいる。

協賛広告もほぼ集まり、現在、業務部関係

や理事関係の確認をしている。

 １０月までに原稿を完了し、１１月に印刷

して発送する予定。　　

（４）直納部海外研修「韓国・古紙ヤード視察」　

令和５年１１月２１日（火）～２３日（木）

２泊３日　１３名の参加予定。

 直納部忘年会　令和５年１２月１４日（木）

根岸「宮川」に於いて開催予定。

（５）組合会館２階テナント（株）リニューアルウィ

ングス 大規模修繕現場事務所（台東区のホ

テルビラフォンテーヌ） 令和５年９月～令和

６年２月までの間、賃貸予定。

支部報告

千代田支部： １１月７日支部会

文京支部　： １０月２６日池袋「魚波」支部会、

 １１月ゴルフコンペ予定

台東支部　： ９月２８日支部会、１１月２４日

忘年会予定

荒川支部　： １０月１０日支部会

足立支部　： ９月８日研修会、１１月忘年会予定

山手支部　： １０月２３日支部会、１１月支部

会予定

城南支部　： １１月末～１２月初め　支部会と

忘年会予定、来春新年会として１

泊旅行予定

江墨支部　： １０月支部会予定

城北支部　： １０月１９日支部会
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１１月度定例理事会

［令和５年１１月２日（木）］　於）組合会議室

出席理事２４名・監事０名・ＴＶ会議併用

（内リモート参加１０名）委任状参加０名　　

理事長挨拶

先週、インフルエンザにかかり今回の出席はリ

モート参加となりました。１０月はコロナにかか

り１週間ほど会社を休みました。皆さん、年末に

向け身体に十分気を付けていただきたいと思います。

先月に少しの間、古紙の輸出相場が盛り返す感も

ありましたが、先週あたりから落ちてきてしまい

ました。詳しくは直納部の市況　説明で聞いてい

ただければと思います。本日も短い時間ですが充

実した内容の会議にしたいと思います。

［各部報告］

［直納部］

１１月度の共販輸出は、裾物の段ボールについて

輸出業者４社から札が入りました。他３社は入札

辞退。

入札の結果、日商岩井紙パルプ（株）で実施する

事になりました。仕向地は台湾又はベトナム。業

者コメントでは、「再び下落基調」との事。

裾物（ミックス）に関しては、輸出業者３社より、

すべて入札辞退の連絡が入りました。

［裾物古紙］

裾物３品の発生は前年を下回る状態。コロナ前の

2019 年度と比較しても減少状態。

［新　聞］ 発生は低調で、引き続き厳しい状況。

需給は国内の新聞用紙や白板紙の生産が低調で輸

出の引合も良くないが、発生が悪いため余剰なく

バランスしている。

［雑　誌］ 発生は低調に推移。製紙メーカーの引

合は白板紙や段ボール原紙の減産は継続している

が、ここにきて輸出の手数料が伸びた事もあり強

くなっている。古紙輸出が年末に向け引合があり、

価格が上昇しタイト感が出ている。

［段ボール］　入荷はスーパー関連を中心に低調に

推移。需給は段ボール原紙の減産はあるものの、

原紙輸出の数量が伸びたこともあり生産は回復基

調。輸出は値下げが続いており、年末に向け、さ

らに下落していく予想が高い。

［上物古紙］

［市況概況］

パルプ市況は家庭紙を除く紙・板紙の需要は低迷

を続けており需給が緩んでいる状況にある。その

ため米欧中の主要市場ではパルプ価格（L・N とも）

が軟化している。結果、北米を中心にサプライヤー

の減産や休転が散見されることから、需給バランスや

市況動向に不透明感が増している。パルプの価格

次第では上物古紙価格に影響を及ぼす可能性もあ

り、注意が必要。パルプ価格の軟化によってパル

プ物家庭紙の製品価格上昇を抑えることになり、

古紙物家庭紙との価格差は縮まりつつあり、製品

市況動向に注視する必要あり。

［家庭紙］

物価上昇による購買意欲の低下もあり、製品の動

きは低調に推移。しかし、これからの需要期を控

え各社増産体制へ移行する模様。一方、古紙の調

達環境は産業古紙・オフィス古紙共に発生は低調

なため、タイト感は強い。

［白　板］

家庭紙同様に物価上昇の影響を受けて製品の動き

は低調に推移。インバウンド需要も期待されたが

需要は薄く、各社減産を継続中。しかし古紙の低

調な状況からパルプ代替古紙（ケント・上白・白

アート等）の引き合いは依然強い。

［製品市況］

　9 月の紙・板紙の国内出荷量は前年同期比

　8.5％減（13 カ月連続減）。

　※ 2019 年比の国内出荷は▲ 18％
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　尚、紙・板紙の 9 月需給速報は以下の通り。

◇新聞用紙の国内出荷は前年同期比

　8.3％減（28 カ月連続減）

◇印刷情報用紙の国内出荷、

　同 10.2％減（13 カ月連続減）

◇衛生用紙の国内出荷、同 3.6％減（2 カ月連続減）

◇段ボール原紙の国内出荷、

　同 8.3％減（4 カ月連続減）

　※輸出は 24.9％減で 12 カ月連続減

◇白板紙の国内出荷、同 5.6％減（4 カ月連続減）

［オフィス古紙］

上半期の決算からみると紙の需要が多少、増えて

きたが、年末にかけては期待出来ない。リモート

等の会議の影響で一般家庭から排出される紙や白

板等が見受けられる。

［返本関係］

発 生 は 前 年 対 比 で １ ０ ％ ほ ど 落 ち て い る。

２０２３年８月期の書籍・雑誌の推定売上が前年

対比で１１. ３％下がっているが、先月に雑誌の

販売実績が単月ですがプラスとなった。返品率は

下がっているが、取次店の仕入を落としているの

で発生も落ちている。

［集荷部］

発生は相変わらず悪い。小さな段ボール加工会社

から久々に連絡が入り行ってみましたが、加工賃

の値上げが実現しなかったと聞かされました。

ここのところ再び、持ち去りが増えてきています。

［広報部］

１０月２３日に広報誌新年号についての広報委員

会を開催しました。原稿の提出は１２月８日とな

りますので、正副理事長は、それまでに作成をよ

ろしくお願いします。広報誌は１２月末までに届

くよう準備しております。

［青年部］

１１月７日に東資協との懇親会を開催予定。湯島

「ＢＩＳＴＲＯ　ＫＯＵＺＯ」　

１１月１３日～１４日　北九州のペットボトル工

場「ＪＡＰＬＡＮ工場」見学研修を予定。

１２月６日忘年会を開催　新橋　個室和食「東」

［審議・検討・報告事項］ 

協議事項

１）新年会開催について：令和６年１月２０日（土）

午後６時   上野・精養軒   来賓招待有りの通常開催

 ①司会：近藤（昌）台東支部長

 ②進行の一部変更：プログラム最後に支部長

が全員ステージ上にあがり各自を紹介。その後、

中締め者が挨拶をして中締め。終了、解散

 ③その他、詳細は１２月理事会　

２）ＴＰＩＣＯ維持更新研修会報告及び予定　

 実施報告：１０月１２日（木）組合会議室

 参加者２１名

 予定：１１月９日（木）組合会議室

 参加予定１６名　

３）組合名簿作成　進捗状況とスケジュール

 １１月上旬：全体最終確認　中旬：印刷

 下旬：発送、月末頃到着　

４）全原連　物流の 2024 問題に関する調査結果

の中間のまとめが全原連から提出されたので、

次の①②を確認し、訂正、追加があった場合

は事務局へ知らせる。

 ①政策体系の分類通りで問題ないか

 ②項目に漏れ、あるいは新たな追加はないか

１１月８日（水）迄に事務局へ。

［支部報告］

千代田支部： １１月７日支部会予定

文京支部　： １１月２９日支部ゴルフコンペ予定、

１２月１２日支部忘年会予定

台東支部　： １１月２４日忘年会予定

荒川支部　： １２月８日忘年会予定
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足立支部　： １２月１１日忘年会予定

山手支部　： １２月に忘年会を予定

城南支部　： １２月１６日忘年会と新年会を兼

ね開催予定

江墨支部　： １１月支部会予定

城北支部　： １２月７日支部会及び忘年会を予定

古紙センター業務委員会
　

［令和 5 年１０月２５（水）］　pm1：30 ～　

於）古紙センター会議室（ＴＶ会議併用）

［1］ 集団回収実施団体への感謝状贈呈について

（東北、中部、中四国委員会の推薦）

［2］ 紙リサイクルセミナーについて（結果報告）

［3］ 古紙開梱組成結果（中間報告）

［4］ 中・長期的課題報告書の取りまとめ・進捗状況

［5］ ５０周年記念シンポジウム及び記念祝賀会

［6］ 2023 年 10 月～ 3 月段ボール・新聞・雑誌

の消費計画

［7］ 古紙の需給・市況動向について

＊ページ数の関係で割愛させていただきます。

古紙センター関東地区委員会

［令和 5 年 11 月 21 日（火）ｐｍ 3：00 ～ 

於）古紙センター会議室（ＴＶ会議併用）

［需要動向］　23 ／ 9 月　　単位トン、

（　）は対前年同月比、在庫の（　）は在庫率

［関東商組 32 社実績］

［新　聞］ 仕入 25,742(  91.7％ )

 出荷 26,124(  93.0％ )

 在庫 5,708(  21.8％ )

［雑　誌］ 仕入 29,744(  97.8％ )

 出荷 29,891(  98.4％ )

 在庫 6,251(  20.9％ )

［段ボール］ 仕入 139,091(  99.3％ )

 出荷 141,516(101.0％ )

 在庫 14,931(  10.6％ )

［関東・静岡実績］

［新　聞］ 入荷 97,815(  86.5％ )

 消費 86,025(  81.9％ )

 在庫 74,121(  86.2％ )

［雑　誌］ 入荷 98,360(  89.2％ )

 消費 95,857(  83.0％ )

 在庫 51,386(  53.6％ )

［段ボール］ 入荷 380,626(  90.1％ )

 消費 389,765(  90.3％ )

 在庫 106,022(  27.2％ )

［業者側コメント］

①［新聞・雑誌・段ボール］関東 32 社　10 月報告

　　　　新　聞　　　　雑　誌　　　段ボール

前月比％　前年比％　前月比％　前年比％　前月比％　前年比％

仕入 100.1 91.7 102.1 97.8 103.2 99.3

出荷 101.3 93.0 101.7 98.4 104.2 101.1

在庫 101.6 110.3 114.9

在庫率  21.8  20.9  10.6

＊ 3 品合計の在庫率は 15.6％であり、前月より

減少している。

②三紙会古紙発生量報告   

　　　　　　　　　１０月　　　　　１１月

前月比％　　前年比％　　前月比％　　前年比％

段ボール古紙 100.4 97.8 100.0 99.0

新聞古紙 103.0 91.9 97.0 90.0

雑誌古紙 103.2 96.5 97.0 95.0

上物在庫報告

全体として、日本の需要は依然として低調であり、

カナダや北欧のパルプサプライヤーでは、チップ

不足や需要不振に伴う生産調整を行っており、世

界的に需給がタイトになっている。家庭紙向けは

インフレによる購買意欲減退の影響が大きいが、
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家庭紙の需要期に向け増 産体制へ移行している。

DIP 向けは徐々にインバウンド需要が高まりつつ

あり、生産に使用する上物・ミックス系古紙の引

き合いが強くなる可能性がある。

［メーカー側コメント］

①新聞古紙

 発注 入荷 消費 在庫

１０月 増加 増加 減少 増加

１１月 横ばい 計画通り 計画通り 横ばい

１２月 横ばい

②雑誌古紙

 発注 入荷 消費 在庫

１０月 増加 増加 減少 増加

１１月 横ばい 減少 減少 減少  

１２月 横ばい

③段ボール古紙

 発注 入荷 消費 在庫

１０月 横ばい 計画通り 計画通り 減少

１１月 横ばい 計画通り 計画通り 減少

１２月 横ばい

編  集  後  記

広報部長　高橋 宏明

　組合員の皆様新年あけましておめでとうござい

ます。日頃より組合活動、広報誌にもご協力して

頂きありがとうございます。

　昨年は、コロナウイルスが 2 類から 5 類になり、

日常生活も普通に戻りました。そのお陰により制

限されていた、組合活動、支部活動、関係団体と

の交流会、清風会研修会等などが出来るようにな

りました。古紙業界としては、コロナウイルスに

よりリモートワークなどが普及した事により

ペーパーレス化が進み古紙の発生減少が続いてい

ます。古紙業界も少しでも元に戻ることを願って

います。

　広報部としては通常の組合活動が出来るように

なり、広報誌もそれらの活動を報道していきます

のでよろしくお願いいたします。

　また、皆様からの積極的な投稿をお待ちしてお

ります。
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組合総合名簿の協賛広告について

広  報  部

この度は、組合総合名簿の協賛広告にご協力いた

だき誠にありがとうございました。

広報誌では組合総合名簿協賛広告にご協力頂きま

した企業・団体に対し２年間に１回ずつ無料で

広告掲載をさせて頂きます。掲載の順番や掲載

ページは、こちらの都合で行いますのであらか

じめご了承願います。（広告を掲載した号の広報

誌は、該当の企業・団体にお送りいたします）

尚、有料での掲載も可能ですので、ご希望の際は

組合までお申し出ください。料金等は下記のよう

になります。

＜広告料金について＞

　広報誌は、１月号、３月号、６月号、９月号、

１１月号の年５回発行しております。

掲載と同じ２分の１ページの広告を掲載した場合

年 1 回の掲載　:　14,000 円

年 2 回の掲載　:　26,000 円（13,000 円× 2 回）

年 3 回の掲載　:　36,000 円（12,000 円× 3 回）

年 4 回の掲載　:　44,000 円（11,000 円× 4 回）

年 5 回の掲載　:　50,000 円（10,000 円× 5 回）

掲載ページにつきましては広告数によりますが、

最終ページに近い順に掲載する予定です。

＊令和２年と令和３年はコロナの影響で変則と

なっています。

お申し込みは、東京都製紙原料協同組合
電話　　０３－３８３１－７９８０
ＦＡＸ　０３－３８３１－７８８０

Ｋ－ 55

Ｋ－ 56

Recovered Paper Journal
Kj

Recovered Paper Journal

〒631-0806　奈良市朱雀 1-3-27

TEL  0742-72-1798

FAX  0742-90-1461

URL  www.kosijnl.co.jp
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洗練されたおもてなしが光る、
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新 築 工 事

再 生 建 築

新築・リフォーム設計施工

創業１９６８年(昭和４３年) おかげ様で

小原建設株式会社h t t p : / /www . k o ha r a k . c om/

ＴＥＬ . ０３－３２０３－４４１５

東京都新宿区早稲田町６７番地

一級建築士事務所・宅地建物取引業

55 年

建築工事業〔東京都知事(特-２)第１９０８８号〕
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    ●物品供養 ●エンディングノート●その他仏事の事ならどんな事でもご相談はお気軽にどうぞ！

ファクトグループ メモリアル事業部

未来を築く次世代の為に、とても大切なこと… ファクトグループはあなたの未来設計に大きく役立ちます。
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東京都製本工業組合
理 事 長 鈴　木　　　博
副 理 事 長 大　熊　茂　樹
副 理 事 長 渡　邊　博　之
副 理 事 長 中　島　誠　一
副 理 事 長 佐　藤　和　彦
副 理 事 長 佐　立　哲　彦
専 務 理 事 本　間　敏　弘

〒 173-0012
東京都板橋区大和町 28-11
TEL 03-5248-2451   FAX 03-5248-2455
URL  https://tokyo-seihon.or.jp

Ｋ－ 2

Ｋ－ 1

理事長 栗 原 正 雄 

〒111-0055  
東京都台東区三筋2-3-9-701 
TEL.03(5833)1030  
FAX.03(5833)1040 
https://tokyo-r.org/ 

（公社）東リ協会事務局 

東京都リサイクル事業協会 

 当協会を、都民・事業者・行政等関係諸機関との橋渡し役等として、

ご活用ただきますとともに、ご支援・ご協力をお願い申し上げます。 

【調査研究】 

■古紙持ち去り行為根絶対策 

■持続的・効率的リサイクルシステムの検討 

■小規模事業所回収事業「東商エコリーグ」の運営 

■行政機関（都区市等）との情報交換会の開催  

■国内外視察会の開催 他 

【表彰・顕彰】 

■集団回収団体・市民団体等への表彰・顕彰 

【普及啓発】 

■リサイクルフォーラムの開催 

■リサイクル職場体験等の開催 

■情報誌の発行 

■リサイクル講師の派遣 他 

主 要 事 業 主 要 事 業
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東京都製本工業組合
理 事 長 鈴　木　　　博
副 理 事 長 大　熊　茂　樹
副 理 事 長 渡　邊　博　之
副 理 事 長 中　島　誠　一
副 理 事 長 佐　藤　和　彦
副 理 事 長 佐　立　哲　彦
専 務 理 事 本　間　敏　弘

〒 173-0012
東京都板橋区大和町 28-11
TEL 03-5248-2451   FAX 03-5248-2455
URL  https://tokyo-seihon.or.jp

Ｋ－ 2

Ｋ－ 1

理事長 栗 原 正 雄 

〒111-0055  
東京都台東区三筋2-3-9-701 
TEL.03(5833)1030  
FAX.03(5833)1040 
https://tokyo-r.org/ 

（公社）東リ協会事務局 

東京都リサイクル事業協会 

 当協会を、都民・事業者・行政等関係諸機関との橋渡し役等として、

ご活用ただきますとともに、ご支援・ご協力をお願い申し上げます。 

【調査研究】 

■古紙持ち去り行為根絶対策 

■持続的・効率的リサイクルシステムの検討 

■小規模事業所回収事業「東商エコリーグ」の運営 

■行政機関（都区市等）との情報交換会の開催  

■国内外視察会の開催 他 

【表彰・顕彰】 

■集団回収団体・市民団体等への表彰・顕彰 

【普及啓発】 

■リサイクルフォーラムの開催 

■リサイクル職場体験等の開催 

■情報誌の発行 

■リサイクル講師の派遣 他 

主 要 事 業 主 要 事 業

理 事 長 𠮷　野　正　則
副理事長 佐　野　　　寛
副理事長 望　月　秀　男
副理事長 加　藤　喜　美
副理事長 舩　村　雅　彦

富士地区貨物運送事業協同組合

〒417-0033
事 務 所 静岡県富士市島田町1-194-1

TEL  0 5 4 5 - 5 4 - 1 2 0 2
F A X  0 5 4 5 - 5 3 - 1 2 4 8

〒 417-0033
給 油 施 設 静岡県富士市島田町 1-196

TEL  0 5 4 5 - 5 5 - 1 2 5 1
F A X  0 5 4 5 - 5 5 - 1 2 5 2

Ｋ－ 3

Ｋ－ 4

イズミコーポレーション
ロゴ画像アタリ



32

No.3342024 年 1 月

理 事 長 𠮷　野　正　則
副理事長 佐　野　　　寛
副理事長 望　月　秀　男
副理事長 加　藤　喜　美
副理事長 舩　村　雅　彦

富士地区貨物運送事業協同組合

〒417-0033
事 務 所 静岡県富士市島田町1-194-1

TEL  0 5 4 5 - 5 4 - 1 2 0 2
F A X  0 5 4 5 - 5 3 - 1 2 4 8

〒 417-0033
給 油 施 設 静岡県富士市島田町 1-196

TEL  0 5 4 5 - 5 5 - 1 2 5 1
F A X  0 5 4 5 - 5 5 - 1 2 5 2

Ｋ－ 3

Ｋ－ 4

イズミコーポレーション
ロゴ画像アタリ

Ｋ－ 6

Ｋ－ 5
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賛助会員の入会特典

入会されますと次のような特典があります。

1．組合広報誌を毎号贈呈

2．広報誌に無料で広告掲載が出来る。

3．広報紙面において加入後１回に限り、賛助会

員紹介として企業紹介・事業紹介をする事が

出来る。

4．賛助会員の共同購入事業を詳しく紹介するた

めの講習会を実施する事が出来る。

5．年１回、組合総会の懇親会に参加する事が出

来る。その他についても計画中です。

 賛助会員にご加入希望の方、及び、入会のご

紹介をいただける方は組合事務局へご連絡く

ださい。詳細についてご案内致します。

現在、下記４社の賛助会員が在籍中です。

１．矢崎エナジーシステム（株）

２．（株）Ｆ - ＳＵＮツーリストジャパン

３．コマツカスタマーサポート（株）

４．極東開発工業（株）
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年間広告掲載会社のご紹介

広報誌では、組合総合名簿の協賛広告にご協力頂

きました企業・団体に対し１回ずつ２年に渡り、

無料で広告掲載をさせて頂いております。

その中の１社である矢崎エナジーシステム㈱

より年間掲載（有料）のお申し込みを頂いており

ます。有難うございます。

又、賛助会員でもあります。

どうぞこの機会に皆様も有料広告掲載をご検討い

ただきますよう宜しくお願い致します。

お申込みや料金等の詳細につきましては、広告先

頭ページのご案内をご参照ください。

詳細についてご案内致します。

矢崎エナジーシステム株式会社
TEL:03-5782-2703　 　FAX:03-5782-2737

〒 108-0075　東京都港区港南 1-8-5　Ｗビル６Ｆ
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本　　社  〒955-8691  新潟県三条市福島新田丙2318-1
   TEL 0256-45-1251・FAX 0256-45-2204

東京支店  〒101-0061  東京都千代田区三崎町2-6-7
   TEL 03-3263-4531・FAX 03-3262-6918


